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た経験を紹介する。

2．ローソニア感染症

ローソニア感染症（Lawsonia intracellularis：以下

Li）は，偏平細胞内寄生体で細胞内Campylobacter

属様のグラム陰性小桿菌であり，ブタ増殖性腸炎

（Porcine Proliferative Enteropathy:PPE）を引き起こ

す 3）。Liは感染力が強く不顕性感染として殆どの農

場に浸潤していると思われ 4），PPE（顕性型）の主な

症状としては，腸管内出血による出血性下痢（ター

ル便），重度の貧血，体重低下などの急性型と，発

育不良や慢性もしくは間欠性の下痢などの慢性型に

分けられ，PPE（不顕性型）の場合は，排泄物の異

常や体調面の変化はみられない 5）。古くから知られ

ている疾病であるが，人工的な培養ができず菌分離

が困難であることから，解明が進まない感染症で

あった。様々な感染要因を排除した後に最後に残る

のがLiと言われており，清浄度の高い施設で発症

する傾向にあると考える。PPE発症はストレスや免

疫力低下等も要因であることから，実験処置や輸送

のストレスによって急性型を発症する場合がある。

畜産業界で発症した場合は，経済的損失を防ぐ目的

から安楽死処置など早期の対応を図るが，実験動物

施設においては，その目的から菌保有の事前確認と

実験への使用の有無や開始後の治療を視野に入れる

必要性があり，特に注意が必要な感染症である。

1．背　景

実験用ブタを扱う施設は，その動物の特性から家

畜伝染病予防法に基づく適正な管理 1）が必須の条件

であるが，施設や研究の目的に合った実験動物とし

ての微生物学的統御も重要な課題である。そこで実

験結果に対する感染症の影響を防ぐため，また動物

福祉の観点からもSPF（Specific pathogen free）の

ブタを実験に使用する事は3Rsの原則に基づくこと

であり重要である。しかし実験用ブタのSPFの基準

については統一が図られてないのが現状であり，多

くの実験動物施設がLWD（Landorace pig, Middle 

White pig, Duroc pig）等の家畜ブタを導入する際は

畜産を目的としたSPF認定農場の基準を参考にして

いると思われる。この基準とは「日本SPF豚協会」

が作成した認定基準であり，感染症に関連する項目

としてコマーシャル（CM）農場においては，オー

エスキー病（Aujeszky’s Disease；AD），萎縮性鼻炎

（Atrophic Rhinitis；AR），豚マイコプラズマ肺炎

（Mycoplasmal Pneumonia of Swine ; MPS），トキソ

プラズマ病（Toxoplasmosis）の排除が条件とされて

いる。このSPFブタ認定制度は，疾病リスクを低減

し，ブタ肉の生産効率を高め，肉質を向上させる産

業目的 2）であり，実験動物としてのSPFとは目的が

異なる。実験動物施設として統御する必要があると

思われる感染症は複数あるが，その中でも今回は

ローソニア感染症を発症し実験遂行に支障をきたし
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3．症　例

ミニブタ30kgオス 1頭が，搬入13日目に水溶性

出血性タール状便。翌日より食欲低下，体温低下，

貧血症状。4日目に糞便の肉眼的所見にて，腸内壁

の壊死と思われる内容物を確認。抗菌剤エンロフロ

キサシンを筋肉内投与したが発症から 5日後に死亡

した。原因究明のため死亡翌日に解剖を実施した。

なお菌拡散防止のため腸管は切開せず腹腔内のみ観

察。検体の採取として，肛門から直腸にかけてター

ル便を－80℃にて保存した。その後の死体処理は，

腸管に液体窒素を散布し，次亜塩素酸ソーダ浸漬の

吸水シーツで体を包み，ビニール袋で密封後冷凍保

存し感染性廃棄物として処理した。

発生状況と施設の対応は以下の通りである。

4．対　応

発症が確認された飼育室は，発症直後から入室制

限を実施し，消毒，作業動線と緊急連絡網を再確認

した。室内滅菌衣はディスポに変更し，次亜塩素酸

ソーダ消毒槽に浸漬後廃棄した。飼育ケージ内に次

亜塩素酸ソーダを散布した。なお同室で飼育中のブ

タ 8頭は発症ケージから遠ざけ，全頭に抗生物質チ

アムリン油性注射液0.05ml／kgを 3日間筋肉内投

与，抗生物質チアムリンフマル酸塩散300mg／給

餌量 1kgを 2週間経口投与した。

抗生物質投与により10kg以下の個体は軟便が確

認されたため，整腸剤ミヤゴールドを併用。その後

全頭に異常は見られず同フロア―内の飼育室にも感

染は認められなかった。感染症同定のため，発症し

たブタの糞便はPCR法によりLiの発現が認められ

た。また飼育中と新規搬入ブタ全ての検査を継続し

た。発症より約 1年後に新規搬入ブタの検査で陽性

反応が検出された。事前に確認ができたことから，

研究者に報告し実験用として使用しない対応を取る

ことが可能であった。

5．考　察

ローソニア感染症はイヌ，ウサギ，齧歯類等にも

感染することから 6），施設導入時の検疫やLi保有ブ

タ発見時の初期対応が特に重要である。

Liの感染予防については生産業者も出荷前より

対応をしており，ブタは全頭に抗生物質チアムリン

を投与している施設からの導入であったが，Liは完

全な駆除が難しく輸送や環境の変化によるストレス

が要因となり，発症したと思われる。Li感染および

PPE発症後の初期対応は，施設の管理体制と担当者

の適格な判断が重要であり，各施設においては緊急

時に備えた抗生物質や整腸剤等を常備する等の対応

が管理上必須と考える。また，実験に影響のない範

囲でワクチンの接種 7）についても検討が必要と思わ

れる。実験動物施設における実験用ブタの微生物学

的統御は可能な範囲で統一することが望ましく，生

産業者との連携にも繋がることから今後も検討を進

めていく予定である。
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